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【手続補正書】
【提出日】平成25年4月9日(2013.4.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加熱工程下で使用されるマスキング材であって、
　前記加熱工程の温度よりも高い融点を有する樹脂を主樹脂成分とし、前記加熱工程の温
度よりも高いキューリー温度を有する磁性体を含有する基材と、
　前記基材の片面上に形成された、剥離性保護材からなる剥離性保護層と
を備えたことを特徴とするマスキング材。
【請求項２】
　加熱工程下で使用されるマスキング材であって、
　前記加熱工程の温度よりも高い融点を有する樹脂を主樹脂成分とし、前記加熱工程の温
度よりも高いキューリー温度を有する磁性体を含有する基材を備えており、
　前記基材の片面上には、塗装前の任意の段階で剥離性保護材が塗布される
ことを特徴とするマスキング材。
【請求項３】
　前記樹脂がポリアミド樹脂であることを特徴とする請求項１または２に記載のマスキン
グ材。
【請求項４】
　前記剥離性保護材がシーラー材またはストリッパブルペイントであることを特徴とする
請求項１～３のいずれか一項に記載のマスキング材。
【請求項５】
　前記加熱工程によるマスキング面方向の寸法変化率が１．０％以下であることを特徴と
する請求項１～４のいずれか一項に記載のマスキング材。
【請求項６】
　ステンレス板に対する磁気的固定力が３～２０Ｎ／４０ｍｍであることを特徴とする請
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求項１～５のいずれか一項に記載のマスキング材。
【請求項７】
　加熱工程下で使用されるマスキング材の製造方法であって、
　前記加熱工程の温度よりも高い融点を有する樹脂を主樹脂成分とし、前記加熱工程の温
度よりも高いキューリー温度を有する磁性体を含有する基材を製造し、
　塗装前の任意の段階で、前記基材の片面上に剥離性保護材を塗布する
ことを特徴とするマスキング材の製造方法。
【請求項８】
　前記基材を射出成形によって成形することを特徴とする請求項６または７に記載のマス
キング材の製造方法。
【請求項９】
　磁性体を含む部材をマスキング対象とし、加熱工程を含む塗装作業にてマスキングを行
うマスキング方法であって、
　前記加熱工程の温度よりも高い融点を有する樹脂を主樹脂成分とし、前記加熱工程の温
度よりも高いキューリー温度を有する磁性体を含有する基材であって、前記磁性体が磁化
した前記基材を、被マスキング部に磁気的に固定させ、
　塗装前の任意の段階で、前記基材の表面に剥離性保護材を塗布し、剥離性保護層を備え
たマスキング材とし、
　塗装後、前記マスキング材を前記被マスキング部から取り外し、
　塗装後の任意の段階で、前記マスキング材における基材の表面から前記剥離性保護層を
剥離する
ことを特徴とするマスキング方法。
【請求項１０】
　前記マスキング対象が、下塗後の自動車用鋼板であることを特徴とする請求項９に記載
のマスキング方法。
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